
CBCテレビ 吉田翔

アサリ産地偽装の闇
調査報道の“裏側”



経歴

2017年 CBCテレビ入社報道部に配属

愛知県警担当

2020年 経済担当

2021年 名古屋市政担当



全国に流通する熊本産アサリのナゼ

５年前、取材で出会ったアサリ漁師の言葉

「愛知のアサリが売れない」

「スーパーには熊本産ばかり」

取材のきっかけ



全国に流通する熊本産アサリのナゼ

調べてみると…

大量流通する“熊本産”アサリ
市場に並ばない中国産と韓国産

⇒産地偽装は漁師たちの“常識”



産地偽装をどう証明するか

流通過程
輸入アサリは複数の業者を経由して消費者に渡る
流通過程は外部から見えず、当時は雲をつかむような話だった

DNA検査
仮に外国産アサリの混入を確認できたとしても
“長いところルール”が障壁に



３年前…熊本の干潟に辿り着く

中国から輸入したアサリを
短期間干潟につけて“熊本産”として販売

地元の業者の証言

蓄養

・鮮度回復
・在庫保管

悪用



３年前…東海３県でローカル放送

熊本県（蓄養について）

「漁業ではなく管理する立場にない」
「実態は全く把握していない

地元漁協

「流通経路は把握していない」

⇒反響なし



偽装の“当事者”との出会い

2019年06月 CBC「チャント！」で産地偽装問題を放送

2020年10月 産地偽装に関わる脱税容疑で逮捕

2021年08月 一審で懲役2年の有罪判決

2021年09月 産地偽装を撲滅するための協議会を設立

知人を介して知り合う

2021年11月 顔出し・実名でインタビューに応じる

2021年01月 「報道特集」放送

控訴審で執行猶予付きの有罪判決が確定

CBCが撮影した熊本の海岸で産地偽装を行っていた張本人
年間7000トンのアサリを輸入・蓄養していた業界最大手

吉川昌秀氏



吉川氏の証言

■産地偽装をするためのダミー会社を作る

■中国で育った期間よりも
熊本で蓄養した期間の方が長くなるように改ざん



放送の反響

■1月22日 「報道特集」放送

■2月01日 熊本県の蒲島知事が会見 “熊本産”アサリ2か月出荷停止

同日 農水省の金子大臣が会見 「約97％に外国産が混入の可能性」

■3月18日 アサリ“長いところルール”除外 「国産」表示厳格化

■6月11日 熊本産アサリ全国向け出荷再開 「産地証明支援システム」稼働



今回の調査報道を通して伝えたいこと

・社会の“巨悪”に立ち向かう覚悟

・ローカル報道の“可能性”


